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紀
三
井
寺
（
護
国
院
）

和
歌
山
市
の
南
西
に
位
置
す
る
護
国
院

は
、
通
称
を
紀
三
井
寺
と
い
い
ま
す
。
和
歌

山
の
方
な
ら
ば
、
誰
し
も
そ
の
名
を
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
、
有
名
な
寺
院
で
す
。
宝
亀
元

年
（
七
七
〇
）
に
、
渡
来
僧
の
為
光
上
人
に

よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
古
刹
で
、
上
人
は
片
男

波
を
通
し
て
和
歌
浦
を
一
望
で
き
る
風
光
明

媚
な
名
草
山
に
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
一

字
を
建
立
し
て
安
置
し
、
こ
れ
が
寺
の
起
こ

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
代
の
天
皇
の
行
幸

が
あ
り
、
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
紀
州
徳

川
家
の
歴
代
藩
主
が
頻
繁
に
来
山
し
ま
し

た
。
ま
た
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
第
二

番
目
札
所
と
も
な
り
、
観
音
信
仰
の
隆
盛
に

伴
い
、
多
数
の
庶
民
の
信
仰
も
集
め
ま
し
た
。

境
内
に
は
名
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
、
清

浄
水
、
楊
柳
水
、
吉
祥
水
の
三
井
よ
り
清
水

が
湧
き
出
し
、
大
規
模
な
本
堂
を
中
心
と
し

た
伽
藍
、
和
歌
浦
を
見
渡
す
眺
望
、
二
三
一

段
の
結
縁
坂
、
古
木
の
桜
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
多
く
、
今
も
全
国
か
ら
多
数
の
人
た
ち
を

集
め
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
護
国
院
多
宝
塔
、
鐘
楼
、
楼
門

伽
藍
は
名
草
山
西
側
の
中
腹
に
開
か
れ
、

北
端
に
本
堂
と
御
殿
が
構
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
東
に
は
開
山
堂
、
多
宝
塔
、
三
社

権
現
、
護
摩
堂
、
鐘
楼
な
ど
の
諸
堂
が
並
ん

で
建
っ
て
い
ま
す
。
結
縁
坂
を
降
り
た
山
裾
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紀三井寺
文化財建造物の保存修理

第
１
回

紀三井寺の三棟の重要文化財の保存修理工事が始まり、設計監理

業務を当文化財センターが受託することとなりました。今回はこ

の修理工事の特集です。



2

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
明
治
四
二

年
に
解
体
修
理
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

に
は
再
度
の
解
体
修
理
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

保
存
修
理
の
概
要

　

護
国
院
で
は
近
年
に
な
っ
て
境

内
の
重
要
文
化
財
三
棟
の
建
物
の

塗
装
や
屋
根
が
破
損
し
て
き
た
た

め
、
「
重
要
文
化
財
護
国
院
多
宝

塔
ほ
か
２
棟
の
保
存
修
理
事
業
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
事
業
の
期

間
は
平
成
十
八
年
十
一
月
か
ら
平

多宝塔修理前の全景

『紀伊国名所図会』に描かれた紀三井寺（同書より転載）

に
は
、
楼
門
が
構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
多
宝
塔
、
鐘
楼
、
楼
門
が
国
の
重
要
文

化
財
で
す
。
本
堂
は
県
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
多
宝
塔
】

三
間
多
宝
塔
、
本
瓦
葺
の
形
式
で
、
室

町
時
代
の
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
丹た

ん

塗ぬ

り
の
塗
装
が
施
さ

れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
美
し
い
多

宝
塔
で
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
、

国
の
特
別
保
護
建
造
物
（
現
在
の
国
宝
・
重

要
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
、
享
保
七
～
八
年
（
一
七
二
二

～
二
三
）
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
修

理
が
な
さ
れ
、
と
り
わ
け
享
保
修
理
は
解
体

す
る
ほ
ど
の
大
き
な
修
理
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
、
ジ
ェ
ー

ン
台
風
に
よ
る
倒
木
で
上
層
が
倒
壊
す
る
大

き
な
被
害
を
受
け
（
p.4
写
真
）
、
翌
年
、
復

旧
の
解
体
修
理
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
鐘　

楼
】

　

桁
行
三
間
、
梁
間
二
間
、
袴
腰
付
鐘
楼
、

入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
形
式
で
、
天
正
十
六

年
（
一
五
八
八
）
に
建
立
さ
れ
、
様
式
的
に

も
桃
山
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
丹
塗
り
の
軽
快
な
デ
ザ
イ
ン
の
鐘
楼

で
、
多
宝
塔
と
同
じ
明
治
四
一
年
に
特
別

保
護
建
造
物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）
に
解
体
修
理
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
楼　

門
】

三
間
一
戸
楼
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺

の
形
式
で
、
中
央
間
に
門
通
り
が
あ
り
、
脇

間
に
は
仁
王
像
一
対
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
再
建
、
永

禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
修
理
さ
れ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

に
半
解
体
程
度
の
大
き
な
修
理
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
四
一
年
に
特
別
保
護
建
造
物
に
指



成
二
十
年
三
月
ま
で
の
十
七
ヶ
月
間
で
す
。

つ
ぎ
に
具
体
的
な
工
事
内
容
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
多
宝
塔
】

多
宝
塔
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
、

災
害
復
旧
で
解
体
修
理
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
来
、
大
き
な
修
理
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
下
層
屋
根
の
上
層
屋
根
雨
落
ち
部
分

か
ら
雨
漏
り
を
き
た
し
、
一
部
は
野
地
ま
で

腐
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
木
部

に
塗
ら
れ
た
塗
装
が
、
全
体
に
は
げ
て
き
て

い
る
状
態
で
し
た
。

今
回
の
修
理
で
は
下
層
屋
根
の
本
瓦
葺

き
を
い
っ
た
ん
解
体
し
、
腐
朽
し
た
野
地
板

や
軒
先
の
茅
負
、
裏
甲
な
ど
を
取
り
替
え
る

工
事
を
行
い
ま
す
。
現
在
は
腐
朽
部
分
の
解

体
を
終
え
た
状
態
で
す
。
破
損
し
た
瓦
は
同

じ
形
で
新
調
し
、
野
地
や
軒
先
の
修
理
後
は
、

在
来
の
通
り
に
瓦
を
葺
く
予
定
で
進
め
て
い

ま
す
。

木
部
に
塗
ら
れ
た
塗
装
は
す
べ
て
い
っ

た
ん
は
が
し
、
丹
塗
り
、
胡ご

粉ふ
ん

塗
り
、
黄き

土づ
ち

塗
り
な
ど
の
塗
装
を
伝
統
的
な
工
法
で
塗
る

予
定
で
す
。
現
在
は
塗
装
を
は
が
す
作
業
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
状
態
で
す
。

修
理
工
事
報
告
書
の
写
真
や
現
状
塗
装

3

鐘楼の修理前全景

多宝塔に仮設足場をかける

多宝塔の塗装を落としている状況多宝塔の断面図　大きな軒の出に注目（修理工事報告書より転載）
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【
お
知
ら
せ
】

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
旧
中
筋
家
住
宅
、

福
勝
寺
の
保
存
修
理
の
様
子
を
月
ご
と
に
報
告
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

TOP

－

文
化
財
建
造
物
課
の
業
務

－

旧
中
筋
家
住
宅
、

も
し
く
は
福
勝
寺

－

工
事
報
告

り
の
塗
装
を
施
す
予
定
で
す
が
、
平
成
十
九

年
度
よ
り
実
際
の
工
事
に
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
楼　

門
】

楼
門
は
明
治
四
二
年
、
昭
和
四
〇
年
の

二
回
に
わ
た
り
解
体
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
に
な
っ
て
塗
装
の
劣
化
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
修
理
で
は
、
他
と
同
様
、
丹
塗
り
、

胡
粉
塗
り
、
黄
土
塗
り
を
い
っ
た
ん
は
が
し

て
、
塗
り
直
す
ほ
か
、
壁
の
漆
喰
塗
り
を
塗

り
直
す
工
事
を
行
い
ま
す
。
現
在
は
仮
設
足

場
を
掛
け
、
塗
装
を
は
が
す
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

楼
門
も
ま
た
多
宝
塔
と
同
様
に
、
前
回

の
修
理
で
塗
装
の
仕
様
が
一
部
替
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
仕
様
で
塗
装

す
る
の
か
検
討
中
で
す
。

参
詣
者
が
多
数
通
り
抜
け
る
軒
内
土
間

叩
き
は
一
部
で
割
れ
て
表
面
が
浮
い
て
し

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の

活
用
を
考
え
て
、
セ
メ
ン
ト
を
混
入
し
た
土

間
叩
き
で
修
理
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
工
事
の
様
子
や
塗
装
調
査
の
報
告

な
ど
を
、
本
誌
で
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
御
船
達
雄
）

面
の
下
を
見
る
と
、
昭
和
修
理
で
塗
装
の

仕
様
が
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
現
在
ど
の
よ
う
な
仕
様
で
塗
装
す
る
か

検
討
中
で
、
文
化
庁
の
指
導
を
あ
お
ぎ
な
が

ら
実
施
計
画
を
立
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
他
に
は
下
層
の
桟
唐
戸
の
締
め
直

し
を
行
う
ほ
か
、
軒
先
に
吊
さ
れ
て
い
る
風ふ

う

鐸た
く

や
長な

押げ
し

の
唄ば

い

金
具
な
ど
で
、
無
く
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
金
具
を
新

調
し
て
取
り
つ
け
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
鐘　

楼
】

鐘
楼
は
昭
和
十
一
年
に
解
体
修
理
が
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
大
き
な
修
理
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
降
り

棟
付
近
で
雨
漏
り
を
き
た
し
、
一
部
の
軒
先

が
腐
朽
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ま

た
袴
腰
の
板
壁
も
雨
水
で
一
部
が
腐
朽
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
木
部
の
塗
装
は
経
年
に

よ
っ
て
は
げ
落
ち
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
修
理
で
は
、
袴
腰
を
い
っ
た
ん

解
体
し
、
腐
朽
し
た
壁
板
や
土
台
な
ど
の
部

材
を
取
り
替
え
る
ほ
か
、
屋
根
は
東
側
の
降

り
棟
付
近
を
部
分
的
に
解
体
し
、
雨
漏
り
に

よ
っ
て
腐
朽
し
た
野
地
を
修
理
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
木
部
に
塗
ら
れ
た
塗
装
は
す
べ

て
は
が
し
、
丹
塗
り
、
胡
粉
塗
り
、
黄
土
塗

多宝塔昭和 25 年の破損状況（修理工事報告書より転載） 多宝塔上層は複雑な四手先組物で軒を支えている

▼ 多宝塔の下層屋根瓦の解体作業


